








SOLA（School of Liberal Arts）は、Team Medics
が「Study of Diversity 多種多様な文化・価値
観・生き方の学び」をテーマに、ゲスト講師の
ご講演による学びの場として開催しているイベ
ントです。今回のSOLA Summer Conference 
2018では、２日間にわたりこれからの国際医療
について考えます。
1日目「国際大会と医療」：ご講演とグループワー
クを通じて、国際化により変化する医療の現状
とこれからについて考えます。
2日目「世界における臨床のリアル」：複数の先生
方の現場での体験談を聞いて議論しながら、それ
ぞれの目指す将来像についての考えを深めます。

大学や教科書では学べない「国際医療のリアル」
を学び、先生方・参加者同士との交流から多様
な価値観を知り視野を広げていただけるイベント
となっております。

【開催概要】
日時：2018 年８月11日（ 土・祝 ）10：30 ～
16：30、12日（日） 10：30 ～ 17：30
場所：東京大学　本郷キャンパス
料金：学生2,000円（2DAY）、1,500円（1DAY）
※昼食含／社会人4,000円（2DAY）、2,500円

（1DAY） ※昼食含
対象：医療分野に興味をお持ちの方でしたらど
なた様でもご参加いただけます。

主催：Team Medics
後援 : 東京都医師会、一般社団法人JIGH
プログラム詳細やご登壇いただく先生方などに
ついては、下記WEBページをご覧ください。
WEB：http://summerconferencetm.wixsite.
com/2018
お申し込みは公式ホームページ・facebookペー
ジよりお願い申し上げます。
皆様のご参加を心よりお待ちしております。
この夏、Summer Conference 2018に参加し
て今後の生活がもっと充実する学びをしてみま
せんか？

Team Medics SOLA Summer Conference 2018のご案内
Team Medics

医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Event

Event

よくあるご 質 問
【ドクタラーゼ】

Q&A【日医Lib】

ドクタラーゼのバックナンバーは、すべてドクタラーゼWEB上で公開され
ています。また、日本医師会の電子書籍サービス「日医Lib」でもバッ
クナンバーをご覧いただけますので、ぜひご覧ください。

【ドクタラーゼ】
WEB: http://www.med.or.jp/doctor-ase/backnumber.html

【日医Lib】
WEB: http://jmalib.med.or.jp/

ドクタラーゼのバックナンバーを読みたい！Q
A

昨夏、YGPA主催による医学生・医師の国際交
流イベントが開催されました。そして、今年の夏も
第２回の開催が決定いたしました。今回は、「今日
の小さな一歩が、明日の大きな飛躍につながる」と
いう意味が込められた、『One small step, one 
giant leap』がメインテーマです。３日間のイベント
では、現役医師による二つの招待講演や学生に
よるグループワーク、医学生と医師によるディスカッ
ションプログラムなどが企画されています。これらを通
して、未来の可能性を広げ、医療人としての成長、
これからへの大きな飛躍の一助としていけたら幸いで
す。
また、本イベントに際し多くの医師、先輩たちが協力
してくださっています。日本と韓国の医学生が交流
できる貴重な機会として、３日間の交流を通し、観
光やレクリエーションも楽しみ、グローバルな視野を
育て、より良い医療人を共に目指す、国を越えた仲
間たちを作る時間になればと思います。
より多くの医学生にご参加いただき、当日お会いで

きることを心からお待ちしております。
主催：YGPA

（Young  General  Practitioner Association）
平成28年度、若手開業医が中心となり医師たち
により結成された会です。本プログラムは、国境を
越えこれからの医療を担う医学生の人材育成を継
続的にサポートすることを目的とした事業です。
企画内容（暫定）：

【１日目】開幕式／チームプレゼンテーション／
招待講演『20-Year Commitment to Help
Patients Stop Smoking』

【２日目】１．招待講演『Stand Up Against
Alcohol-Related Problems』／２．レクリエーショ
ン・交流イベント／３．グループワーク

【３日目】１．現役医師たちとのディスカッションタイム
／２．Farewell Party
日程：2018年８月16日（木）～ 18日（土） 
対象：医学生・医学部志望の高校生
メインホール : 大阪市中央公会堂

（http://osaka-chuokokaido.jp/）
（Farewell partyは本会場レストランを予定しており
ます。） 
参加費：20,000円（事前振込）

（宿泊は別途一泊5,000円で手配いたします）
募集人数：30人（希望者多数の場合は選考とな
りますのでご了承ください）
連絡先：ygpa.japan@gmail.com
参加登録：
https://goo.gl/forms/XmNUpGBCAPQRMjrL2

第２回YGPA日韓医学生国際交流イベント開催のお知らせ
YGPA（Young General Practitioner Association）
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「宇宙医学」という分野をご存知でしょうか？
最近まで医師の金井宣茂宇宙飛行士がISSに滞
在されていたこともあり、耳にしたことがある方もいら
っしゃると思います。宇宙医学とは、過酷な宇宙環
境による身体への影響を評価・予防する学問です。
近年では「究極の予防医学」とも呼ばれ、基礎
研究としての老年医学や免疫学等への応用も期待
されています。

【日本宇宙航空環境医学会　第64回大会】
年に一度、研究者の方たちが一堂に会し、研究
成果を発表する学術大会が開催されます。様 な々
テーマで活躍されている先生方のお話を直接伺える
貴重な機会です。今大会では医学生向けのセッシ
ョンを設け、今後のキャリアプランなどについて討論

をしたいと思っています。医学生の方は学会非会員
でも参加できますので、ぜひお越しください！ 
日時：2018年11月22日（木）、23日（金・祝）、
24日（土）
23日（金・祝）の夜に懇親会、24日（土）午後
に医学生向けセッションを企画予定。
場所：順天堂大学　さくらキャンパス
住所：千葉県印西市平賀学園台1-1

【Space Medicine Japan Youth Community】
宇宙医学に関心のある医学生と若手医師が情報
共有をし、活動の幅を広げていけるようなコミュニテ
ィです。スタディツアー等の企画もしています。
巻末「FACE to FACE」もぜひご覧ください！

【連絡先】
宇宙医学に少しでも興味がある方は、お気軽にご
連絡いただけたら幸いです。
大阪医科大学医学部５年　鈴木 優子
Mail：spacemedicine.japan@gmail.com

宇宙への一歩を踏み出しませんか？
大阪医科大学医学部５年　鈴木 優子

Report

Event

「医学生の交流ひろば」では、医学生による様々
な活動の紹介を行っています。掲載をご希望の
方は、ドクタラーゼWEBのフォームもしくは下記の
メールアドレスまでご応募ください。
WEB: http://doctor-ase.med.or.jp/event.html
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

ドクタラーゼでは、「同世代のリアリティー」「医師への軌跡」
「FACE to FACE」などの医学生が登場する企画に参加して
いただける医学生を募集しています。
興味のある方は、お名前・大学名・学年・参加希望の企画を
添えて、下記のメールアドレスまでご連絡ください。
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

「医学生の交流ひろば」に
イベント情報・団体紹介を載せたい！

ドクタラーゼの企画に参加してみたい！Q

A

Q
A

2018年3月15 ～ 16日、Bizjapan M x Space 
Project主催の「宇宙医学スタディツアー」が開催
されました。日本大学岩﨑研究室とJAXA筑波宇
宙センターを医学生6人が訪問し、宇宙医学の第
一人者と熱い議論を交わしました。
今、官民による有人宇宙開発の熱が世界中で高ま
っています。トランプ政権は有人での月面探査を目
指すと明言し、民間でもスペースXが2024年に火
星に人を送る計画です。そこには医学・医療のサ
ポートが必要になりますが、そのサポート体制は決し
て十分ではありません。宇宙医学という基礎医学の
領域でも未開拓のものは多くあり、宇宙で医療を提
供するための仕組みづくりはなされていません。
将来「宇宙での医療・医学」の知見が必要とな
る時代のために、より多くの医学生に「宇宙医学」
という将来の選択肢を知ってもらう、体感してもらうこ
とを目的とし、この2日間のツアーが行われました。

１日目の訪問先である日大岩﨑研究室は、重力が
様々に変化するなかでの循環器の反応を研究して
います。訪問では岩崎賢一教授からのレクチャーの
後、宇宙医学の将来やキャリアについてのディスカ
ッションが活発になされました。後半には参加者全
員が遠心加速器の試乗を行いました。
２日目の訪問先であるJAXA筑波宇宙センターは、
日本の有人宇宙開発の統括を行っています。訪問
では、宇宙飛行士でもある古川聡氏と、フライトサ
ージャンの方 か々らのレクチャーと医学生を交えての
ディスカッションが行われ、最後には筑波宇宙センタ
ーの閉鎖実験設備の見学を行いました。
第２回スタディツアーは、８月に開催予定です。

【What's Bizjapan?】
「グローバル」と「アントレプレナーシップ」をテーマ
にした国際系学生団体です。約10か国30人のメ
ンバーが中心となり、留学支援から地方創生、デ

ータサイエンスからアート、アフリカのスタートアップか
ら宇宙医療まで、10のプロジェクトが進行しています。
WEB：http://bizjapan.org/
facebook：
https://www.facebook.com/Bizjapan.org/
M x Space Project 宇宙医学スタディツアー
WEB：https://mspace9.wixsite.com/studytour
プロジェクトリーダー 石橋 拓真
Mail：takuma.ishibashi@bizjapan.org

「医」と「宇宙」の最前線を体験　
Bizjapan M x Space Project
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※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。



各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、
同
じ
医
学
生
が
描
き
出
す
こ
の
企
画
。

今
回
は
対
談
形
式
で
お
送
り
し
ま
す
。

No.19

1997年生まれ。「医学のバックグラウン
ドから宇宙開発に貢献する」ことをテー
マに活動中。NPO 法人 Bizjapanの代
表を務め、その中の宇宙医学プロジェク
ト「M x Space」を主導。宇宙開発フォー
ラム実行委員会にて渉外を担当。

石橋 拓真（東京大学２年）

profile

鈴木 優子

石橋 拓真
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1993年愛知県生まれ。高校卒業時より宇宙
医学に関心を持つ。大学２年から宇宙広報団
体TELSTARに所属し、他分野の学生ととも
に記事執筆やイベント企画を行う。大学３年
でJAXAのインターンシップを経験し、大学４
年では生理学クイズ大会に携わる。「人との
つながり」のパワーをひしひしと実感している
今日この頃。

鈴木 優子（大阪医科大学５年）

profile

鈴
木
（
以
下
、
鈴
）：
私
た
ち
は

今
、
宇
宙
医
学
に
興
味
の
あ
る
医
学

生
・
若
手
医
師
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
医
学
生
の
中
に
も
、「
宇
宙
医

学
」
が
具
体
的
に
ど
ん
な
学
問
な
の

か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
い
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
橋
（
以
下
、
石
）：
宇
宙
医
学
は

「
宇
宙
で
人
が
暮
ら
す
た
め
の
医
学
」

と
い
う
臨
床
医
学
的
な
側
面
と
「
宇

宙
空
間
で
、
通
常
の
重
力
下
で
は
難

し
い
実
験
等
を
行
い
、
地
上
の
医
学

に
活
用
す
る
」
と
い
う
基
礎
医
学
的

な
側
面
が
あ
る
、
と
て
も
幅
広
い
学

問
分
野
で
す
よ
ね
。
鈴
木
さ
ん
が
宇

宙
医
学
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

は
ど
ん
な
も
の
で
し
た
か
？

鈴
：
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
青
空
を

眺
め
た
り
、星
を
見
た
り
す
る
の
が

と
て
も
好
き
で
し
た
。
進
路
を
考
え

て
い
た
高
校
生
の
頃
、
空
や
宇
宙
は

好
き
だ
け
ど
、
衛
星
に
つ
い
て
調
べ

た
り
、
宇
宙
の
起
源
に
関
わ
る
素
粒

子
の
研
究
室
の
見
学
に
行
っ
て
み
た

分
野
の
学
生
が
集
ま
っ
て
活
動
し
て

い
る「
宇
宙
広
報
団
体T

ELSTA
R

」

に
関
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
将
来
宇

宙
医
学
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
る
の

か
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で

感
じ
た
の
は
、
興
味
が
あ
る
こ
と
を

周
囲
に
表
明
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
宇
宙
医
学
に
興
味

が
あ
る
こ
と
を
自
ら
発
信
す
る
よ
う

に
し
て
い
た
ら
、
友
達
や
先
輩
、
先

生
方
が
同
じ
く
興
味
が
あ
る
学
生

と
つ
な
げ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
宇
宙

医
学
に
関
わ
っ
て
い
る
先
生
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
。
大
学
も
学
年

も
違
う
石
橋
君
と
知
り
合
っ
た
の
も
、

宇
宙
医
学
の
学
会
の
先
生
か
ら
学
生

同
士
と
い
う
こ
と
で
紹
介
し
て
も
ら

っ
た
の
が
き
っ
か
け
な
ん
で
す
よ
ね
。

石
：
僕
も
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
授
業
で
、
毎
回
宇
宙
に
つ
い

て
話
を
し
て
い
た
ら
、
同
級
生
が
宇

宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
方
に
つ
な
い

で
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
学

生
の
自
分
が
教
授
や
企
業
に
連
絡

す
る
の
は
気
が
引
け
る
…
」
と
い
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
む

し
ろ
学
生
の
う
ち
に
挑
戦
し
て
み
た

方
が
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
い
き

な
り
怒
ら
れ
た
り
は
し
な
い
の
で

（
笑
）。
宇
宙
医
学
の
学
会
の
先
生
方

も
、
若
手
不
足
が
嘆
か
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
学
生
の
参
加
を
歓

迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
ね
。

鈴
：
一
方
で
、「
宇
宙
医
学
に
興
味

は
あ
る
け
ど
ど
う
参
画
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
学
生
も
い

て
、
そ
の
す
れ
違
い
に
も
ど
か
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
立

ち
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
若
手
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ま
ず
は
そ
う
い

う
「
興
味
は
あ
る
け
ど
ど
う
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
学
生

が
宇
宙
医
学
に
関
わ
る
た
め
の
窓
口

か
ら
始
め
て
、
将
来
的
に
は
、
学
生

と
宇
宙
医
学
の
研
究
者
と
の
架
け
橋

に
も
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

石
：
少
し
で
も
興
味
が
あ
っ
た
ら
、

気
軽
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

り
し
て
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
く
て
、

迷
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
あ
る
時
、
図

書
館
で
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の﹃「
宇
宙
医
学
」

入
門
﹄
と
い
う
本
に
出
会
い
、人
を

相
手
に
し
な
が
ら
、宇
宙
に
関
わ
れ

る
宇
宙
医
学
と
い
う
分
野
を
知
り
、

「
こ
れ
だ
！
」
と
思
っ
た
ん
で
す
。

石
：
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
僕
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
宇
宙
飛
行
士
に
憧

れ
て
い
ま
し
た
。
宇
宙
飛
行
士
に
な

る
た
め
に
は
、
ま
ず
何
ら
か
の
理
系

分
野
の
専
門
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

人
が
い
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
医
療
の

需
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
宇
宙
飛
行

士
が
チ
ー
ム
で
宇
宙
に
行
く
際
に
も

医
療
の
知
識
は
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
考
え
、
医
学
部
を
受
験
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
宇
宙
医
学
に
つ
い
て

も
っ
と
学
ん
で
か
ら
宇
宙
医
学
と
の

関
わ
り
方
を
考
え
た
い
と
思
い
、
宇

宙
医
学
分
野
の
先
生
方
に
お
話
を
伺

っ
た
り
、
宇
宙
医
学
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
り
と
い
っ
た
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

鈴
：
私
も
、
宇
宙
に
関
心
の
あ
る
多
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